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＜リレーエッセイ＞ 

山に寄せて 

彷徨倶楽部 信森 徹 

 

 「なぜ山に登るのか？」言い古された問いです。 

それでは、「山に登る」とは一体何をすることなのでしょうか？ 

時々そんなことを考えます。 

 

 コロナ以来、昔はどちらかというとマイナー扱いだった、それぞれがソロテントを持ち

寄って登るパーティも増えてきました。 

けれども、登山とは本来パーソナルな行為なのではないでしょうか？ 

「パーソナル」の意味は、近代が社会と自己とを隔ててしまった垣根の内側の、特別な価

値についてではなく、それぞれがそれぞれのしかたで感じ、問いかけ、他者と行き交う、

ある内面の境目に関わるということです。 

 

 地形を読み、草木の表情に触れ、雲のうつろいを見つめ、風を感じ、じっと身体の声に

耳を傾けながら一歩一歩地面を踏みしめているとき、主張する自己はほころび、いつしか

限りなく小さくなって、投げ出された自然の中に映る、束の間の影になっていくような気

がします。 
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後に残るのは無限の緑のグラデーション、空に浮かぶ雲、そして言葉のない詩の世界だけ

です。 

その時、共に登るパートナーも、自分にとっての何者かであるからではなく、限りなく曖

昧になった輪郭のにじみに混ざりあう絵の具のように、ただ時と場所を分かち合えた存在

として、かけがえのない位置を占めるようになるのではないでしょうか……？ 

 

 僕は人が意志を持って自然と対峙する以前の、生きていく行為がいつもそこに通じてい

た山の世界に強く関心を惹かれます。 

一つの視線に搦め捕られない世界、そこには幾重にも塗り重ねることのできる、どこまで

も豊かな空間が広がっています。 

 

 山は人を愛想よく迎え入れてはくれませんが、そっと呼吸を合わせ、耳を澄ませば、さ

まざまなことを静かに語りかけてくれます。 

ただそこにあるだけの山、そのような山の懐の深さに触れるような山行ができればと、

常々思います。 

 

 季節外れですが、ふと思い出した美しい一節を引用しましょう。 

「飛騨国境の山々はいま秋であろう。国郷の秋はしずかであった。虫の声も聞こえず、た

だ紺青の空の下に長く山脈が横たわって見えるだけであった。」 

（「森林官が語る山の不思議」、旧題「飛騨の山小屋」自序より） 



4 

 

＜お知らせ＞ 

第 45 回定期総会開催の案内 

 

コロナ禍の下ではありますが、今年は、会場を大きくして第 45 回定総会を開催します。 

ZOOM 参加も準備して出席していただけるようにしました。総会は、会員が代議員とし

て参加できる唯一の議決機関です。みなさまの活発な意見で、これからの滋賀労山の発展に

お力をお貸しください。従来の活動にとらわれず、創意を発揮して新たなチャレンジを試み、

登山文化の多いなる発展、仲間を増やす活動を優先して進める決意です。 

下記日程で開催します。つきましては、ご多忙とは存じますが、 

御出席をお願いいたします。 

 

記 

滋賀県勤労者山岳連盟第 45回定期総会 

 

・日時   ２０２１年３月７日（日）午後１時３０分～午後３時３０分(予定) 

        

・会場   大津市ふれあいプラザホール 5 階 中会議室 

      （大津市浜大津 4-1-1 明日都浜大津 077-527-8351 ）  

 

・議題   第 4４回活動報告、第 45期活動方針（案） 

         第 4４回会計決算報告、同監査報告、第 45回会計予算（案） 

 

 所属会に案内状と委任状・ｚｏｏｍ参加申し仕込み等をメールで送信します。 

 

 委任状出席・ZOOM参加の返信先 宮内 宛 080-9566-9044 

               m-miyauchi@are.eonet.ne.jp   までお願いします。 

 

 

 会議を短時間で終了するため、事前に議案書・資料集をＰＤＦ配信いたします。 

 出席の方には、当日印刷してお渡しします。 

 会議の進め方としては、例年のように、議案書(事業報告・計画案)・決算報告・予算案   

 の説明は致しません。質問にお答えする形で、短縮を図る進行を予定しています。 

 

 ＺＯＯＭ参加の方の発言も可能です。 

 会場出席の方・ＺＯＯＭ参加の方ともに発言の前に所属会と名前を言ってください。 

 

 

 

mailto:m-miyauchi@are.eonet.ne.jp
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≪募集≫ 

  

 

 

 

 

 

概念図を作ろう！ 

 

昨年行った講習会の代わりに今年は会員対象の講習会を開きます。 

地図の尾根と谷の区別がつかないという人が多いそうなので、概念図を作れば良く

判ると思います。会員対象ですから少しレベルが高くなります。 

 

実施日・時 2021年 3月 7日 10時～12時(総会当日の午前中) 

場所    明日都浜大津ふれあいプラザ 5階中会議場 

募集人員  20名 

締切り   準備がありますので 3月 3日までに(定員になり次第締め切り) 

テ－マ   「概念図の作り方」 時間があればコースタイムの計算法も 

参加費    無料 

持ち物      筆記具、細めの黒マジック、細い青マジックまたは青ボールペン、 

15㎝ほどの定規 

申込先    友永芳和 yt19481013@yahoo.co.jp  ＴＥＬ 077-524-5618 

 

mailto:yt19481013@yahoo.co.jp
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２０２０年度第３回代表者会議 議事録  

 

２０２１年２月１７日 (水) 19:00～20:50  明日都浜大津中会議室 ｚｏｏｍ併用 

 

 出席者  山友会・金原事務局長 雪稜会・西村会長 岳友会・重井代表  

彷徨・谷内代表 シャクナゲ・太田会長 

欠席   ちごゆり・柴田会長 

出席理事  友永会長 宮内理事長・中島・池田・高玉・古川・今村・田中 

ＺＯＯＭ参加 渡壁・藤関・平山・山元 

 

1. 第４５回定期総会 に関して 

 

議案書について発言意見 

 

太田・救助隊について、解散はおかしい。山岳会組織の基本である。 

救助隊がない山岳会では、会員拡大を図るにも魅力がないのではないか 

解散するという経緯の説明が欲しい。 

友永・今年度の近畿ブロック講習会もコロナの関係で中止になり、ここ 2～3年活動実績がな

い状態です。 

太田・活動を何もしていない、救助隊募集もしていないのではおかしい。募集もかけない、訓

練もしない状態で、今後会員を増やすのは無理がある。そのためにも救助隊をなくしてはい

けない。看板を下ろす利点は何ですか 

古川・私が理事になった 3年前から救助隊については、議論されていた。現在の滋賀労山

のメンバーの中に応援できる人がいない状態。情報を共有して、後方支援をする形ならでき

ると話し合った。 

太田・まだまだ若い人できる人はいる。頭からできないとして、話が進んでいるのではないか 

友永・他の会の意見を聞きたい 

谷内・11月の代表者会議で、存続を希望した。今の執行部のやり方なんだから、仕方がない

とも思う。レスキュー技術までは教えられないが、ロープワーク等技術の継承は必要だ。 

金原・昨年 11月の代表者会議で結論は出ていると思っている。 

西村・活動報告が説明不足なのではないか。計画案にも、教育遭対部で救助隊に代わる内

容を追加してはどうか 

友永・議案を検討してもらう会議なので、検討しなければならないと思う。 

宮内・救助隊を残すとしても、理事が兼務する形になる。この後、岳友会重井さんからの意見

で、理事の減員・代議員数の問題と関連するが 

太田・理事の負担が増えるので、兼務では無理だ 

金原・救助隊の必要性をそれほど熱心におっしゃるなら、シャクナゲから理事を出しもらった

らいいのでは 
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谷内・教育遭対部に山岳交流月間の事業が記されているが、会員拡大事業とするなら、組織

部の方が良いのではないか 

今村・比良縦走行事から変更したという流れから教育遭対部が担当しているのと、理事の分

担を均一化するためかもしれない。 

宮内・教育遭対部で、救助隊の講習等を引き受けるのであれば、組織部に入れことになる。 

活動報告・活動計画案の訂正・追加と合わせて理事会内で検討します。 

 

財政・田中から決算報告・予算案について説明がありました。 

田中・決算報告に関しては、コロナの影響で会議・行事が縮小され予算に対して支出は 

激減しています。予算案は、不透明な部分でもあるので、昨年予算を踏襲した形になってい

ます。 

西村・組織部の備考欄に登山祭典への補填とあるが、連結するその他の会計報告に決算報

告がないが 

宮内・登山祭典は、特になかったはずです。確認します。 

（後日確認の結果、勧誘ちらしの印刷代の間違いでした。） 

    田中・ちごゆり。柴田さんからの意見にある、執行していない予算を積み立ててはという意見

に対して代表者の方に意見を聞きたいです。 

谷内・繰越金が多いのは、理解できる。会員に連盟費 月額 400円収めている説明ができる

ようにしてほしい・ 

西村・積立金にまわす必要はない。繰越金の形で予算案に掲載すればよい。 

谷内・予算を使わなければ、積み立て金にまわすことになりかねないから、積立金に入れるの

は反対。 

 

総会開催について 

 

西村・会場の中会議室の収容人数 54人？ 

宮内・最大 54名収容可能という意味です。代議員 20名・理事 12名で計 32名 委任状出

席もあるので半数内と見込んでいます。 

重井・代議員数の削減を提案します。会員数も減っているので、代議員数も減らしてはどうか

宮内・資料集にある規約では代議員数は、1０名まで 2名、11名～20名まで 3名、21名～

50名 4名、51名～100名まで 5名と記載があります。 

重井・昔からの規約だから改正したらよいのでは。会員数 50名まで 2名に変えたらいい 

中島・会員数に比例した代議員数になっている 

今村・年一回の総会である。会員の意見が反映される場でもあり、会員が参加できる唯一の

決議機関であるので、適正な代議員数だと思う。 

宮内・今年は、54人収容の会議室が予約できたのと、この状況では、こちらから辞退しない

限り開催できると思います。委任状出席でもよいので代議員選出お願いします。 

重井・委任状出席でよいといっても、依頼しにくい状況である。 
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宮内・みなさまの意見から、総会開催の条件として、連年通りの代議員数に ZOOM参加を認

めた総会開催とします。総会案内は、後日配信します。事前に議案書・資料集も配信します。

出席者の方には、当日印刷したものを渡す形にします。 

 

理事の数に関して 

 

宮内・規約では理事は若干名とあるだけで人数は。明記していません。 

友永・理事の人数は、県連が希望する人数でお願いしています。 

宮内・彷徨 2名を希望していますが、2年前から 1名理事になっています。 

友永・岳友会が今年度は、2名理事選出といわれるなら 2名でお願いします。 

 

予定時間を 20分もオーバーしてしまいました。十分な話し合いができなかった面 

申し訳なかったです。ご意見等は、宮内までメールいただければ、理事会内で共有します。 

 

報告   

1月末の会員数 確定です。 

会員数動向（前年年度末 177／207） 1月の会員数の報告 

 

山友会    岳友会  雪稜会  彷徨   ちごゆり   ｼｬｸﾅｹﾞ    2021.1/2020.12  

63/62    40 /37  44/43   9/9    16 /16    5/5       177/172 

(32+31)   (21+19)  （26+18）   (6+3)   （7+9）   (3+2) 

 

 

県連から各会へのお願い 

 

事故一報は、全国連盟に送られる時、同時に県連（理事長宛）への提出をお願いします。 

全国連盟からの申請書に印鑑が必要な場合も、県連（理事長宛）に郵送をお願いします。 

宛先 新事務所 520-0047 

        大津市浜大津 4-1-1 明日都浜大津 １Ｆ 

        大津市市民活動センタースモールオフィス内 

        メールボックスＮＯ１３  

                   滋賀県勤労者山岳連盟 宛 

 

 ヒアリハット報告も県連（理事長宛）に報告お願いします。 

会員間で共有することは、安全登山を心掛ける重要な役割があると思います。 

 



9 

 

2021 年 1 月 近畿ブロック自然保護委員会情報交換報告 

自然保護部 中島英雄 

  2020 年度の近畿ブロック自然保護委員会はコロナ感染拡大のため一度も開かれませんでしたが、

1 月 23 日に大阪労山澤村さんより情報報告があり、それに応える形で各府県自然保護委員より報告

がありました。まとめてみました。 

 

各府県連報告（トピックス） 

大阪：自然保護憲章の実践活動として倒木処理の事例では和歌山県橋本市職員さんとの共同活動です。 

  若い橋本市職員さんがさび付いたノコを２本持っておられた。切れ味はさっぱりでした。泉州労山澤村

さん持参の新品のノコが大活躍した。もう１件は岩湧山・一徳坊山コースの臨時看板設置活動です。

林道工事のため登山道コースが遮断されている部分の早期復旧を大阪府へ助言した。（澤村） 

 

京都：「 北陸新幹線の京都延伸にかかる要望書」署名（第一次分）を鉄道建設・運輸施設整備機構大阪

支社へ提出と「自然保護委員会 小倉山視察報告」について文書添付がありました。北陸新幹線の京

都延伸についてでは計画案は山岳・自然など環境への影響が大きく環境破壊の懸念が生じることと環

境影響評価方法書にもとづく調査が行なわれようとしているが、貴重な自然への影響を専門家はもち

ろん地域で活動する自然保護団体等の幅広い意見を聞き、十分な調査を行なうこと。京都市内部では

大深度法による地下トンネル工事を行なうので東京の外環道のような陥没や地下空洞が心配だ…。 

小倉山視察報告では JR 嵯峨野線小倉山トンネル工事時の残土投棄地の視察を「小倉山をみつめ

る会代表世話人」の川越さんの案内で行なった。1982年当事の国鉄が山陰線の複線電化のため小倉

山山頂付近に基地を作り完成させた際のことですが、国鉄分割民営化で JR 西日本は残土搬出の約

束を履行せず掘削残土を放置した。その後 JR は植栽の工事を行ないましたが殆ど枯れてしまい地元

の小倉山をみつめる会が植生回復をすすめています。（平尾） 

 

奈良：クリーンハイクのあり方についての提案 2021.1（理事会・自然保護委員会） 

『グリーンハイク ～ふるさとの自然を守り育てよう～』内容は ①各会の特色、アイデアを

活かして。 ②自然環境を知る。 ③山域を守る。 ④『自然を傷つけない登山技術』や『新

しい登山様式』の啓発 ⑤ゴミ収集、廃棄物調査など。（高橋） 

スローガンをクリーンからグリーンに変えているようですが間違いではなさそうです。 

 

兵庫：兵庫労山も昨年から実際に行動できる活動はほぼ休止状態です。ゴミ一掃も六甲山の労山

の森活動も一部の会員だけの活動となっています（中原） 

 

滋賀：滋賀からは「2020 年度放射線量測定報告」を文書添付で行いました。放射線量測定報告は

コロナで山行をしてなかったので県北部はマキノ寒風～大谷山だけ。晩秋となり湖南や湖東

の低山での実施となりました。比良雪稜会の比良山での記録も含めています。全国連盟へも

報告済み。（中島） 

和歌山：報告なし 次回の自然保護委員会の日程は未定です。 
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≪報告≫        第 1回 山スキー教室 

報告者：T中（滋賀山友会） 

日時：   2021年 2月 7日(日) 

参加者：  5名   T田(比良雪)、M田（岳友会）、T内(彷徨)、N西、T田（山友会） 

コース：  余呉高原スキー場               

目的：   山スキーを安全に滑る技術の習得  

実施内容： 

  午前  山スキーを安全に滑るために、最も重要なの 

      が制動技術 

      ※ 基本的なポジション→頭からブーツまで 

       一本のラインをイメージして体重を乗せる 

      ※ 斜滑降の基本姿勢から横滑り→停 

      ※ プルークフォーゲンからスタートして、横滑りからゆっくり沈み込み 

        急停止の練習 

      ※ キックターンの練習 

  午後  ※ スキー板を外してツボ足で重心移動の確認  

      ※ 急停止の姿勢からストックを上体を乗出すように遠くに突く 

      →突いたストックを支えにして、上体の向きをキープしたまま体軸を 

      傾けていくと、角付けされていたスキーがフラットになり、上体と下肢の 

      ひねりが解消されて、スキーが先落しされる 

      ブーツを中心に、スキーがくるっとスムーズに回転すれば OK 

      ※ シールを貼る時の注意、シールを付けての歩き方の練習 

 

 新型コロナの影響で、滋賀県内のスキー場に場所を 

変えて実施した。 

 スキーを始めた 2日目にスキー講習を受けただけの私 

が、スキー教室で人に教えることが出来るのか自信が 

無かったが、児玉毅著「よくわかるバックカントリー 

スキーテクニック」を教本として、講習した。 

今回の内容を思い出してゲレンデで練習して下さい。 

 安全に山を滑り降りることに役立てばいいと思います。 

 

次回の山スキー教室 

 3 月 7日(日)、4 月 18日(日)に行います。場所は、白馬乗鞍と乗鞍岳を予定しています。 

参加者の状況により場所等は変更します。参加者募集中です。 

 

連絡先  田中政行 携帯：090-2192-0375 

          メール:koolina0827@yahoo.co.jp 
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ぐうたら会長のつぶやき 

  会長 友永 芳和  

コロナの緊急事態宣言が継続中の所もありますが、幸い滋賀県は対象外です。でもマスクや

手洗いなど感染対策は十分にしてください。三密を避け、酒を飲んでも大声で喋らない(私

の事？)なども意識しましょう。 

 

山は三密にならない程度の人数で、県内を中心に実施しましょう。県外に行く時はさらに

感染対策を厳重にして行きましょう。消極的にならずに行く時は行くと決意しましょう(少

し大げさかな)。コロナも一年を経過して対処法もだんだん判ってきました。恐れずに、大

胆に、そして慎重に計画して山を楽しみましょう。 

 

水を 5㎏持ってボッカしていましたが、東海自然歩道から逢坂山を往復しても大丈夫にな

りました。そこで先日思い切って 6㎏にして東海自然歩道を歩きました。たかが 1㎏増やし

ただけなのに、大谷からの最初の階段を登るのに 3分も余分にかかりました。逢坂山分岐ま

で 5 分、逢坂山まで 5 分余分にかかったうえ、息が上がって途中で休憩してしまいました。

また今まで以上に筋肉痛も長引いています。こうしてみると体重が 1㎏増えるという事は大

変な事だと実感してしまいました。だから減量しようなどとは思いませんが・・・。 

 

なぜボッカしているかと言うと、あと 18 ほど残っている三角点をなんとか終えたいと思

っているからですが、そのためには 10㎏ボッカできるようになりたいと目標を立てました。

だが実際やってみると 1㎏増やしてこの状態ですから、まだまだ気が遠くなるくらい先にな

りそうです。でも少しは成果もあがっているようで、休憩せずに歩ける時間が長くなって、

歩くスピ－ドも若干は早くなったような気がしています。気だけかな？ 

 

 一応 80 歳までは生きるつもりなので、それまでには終えるように頑張りたいと思ってい

ます。あと 8年か！ 
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